
自動車検査法人プレスリリース 

 

平成 17 年 4 月 8 日 

 
 

審査事務規程の第 28 次改正を行いました。 

－側方照射灯の基準の改正－ 

 
 
自動車検査独立行政法人（略称：自動車検査法人）は、側方照射灯に係る基

準について、道路運送車両の保安基準及び細目告示等の一部が改正されたこと

に伴い、審査事務規程について一部改正を行い、平成 17 年 4 月 8 日から施行し

ました。 

改正の概要は、次のとおりです。 

 

１．主な改正概要  

(1) 側方照射灯の基準について、次のとおり改正した。 

① 取付け位置については、「自動車の前面の両側又は両側面の前部」であ

ること、照明部の最後縁が自動車の前端から１ｍまでの間にあること等。

（4－62－1、4－62－3(1)④～⑥、5－62－1、5－63－3④～⑥） 

② 灯光の色については、「白色」であること。（4－62－2(1)①、5－62－2(1)

①） 

③ 灯火の作動については、「方向指示器又はかじ取装置」と連動すること。

（4－62－3(1)①～③、5－62－3①～③） 

(2) 改正された基準の適用時期について、次のとおり規定した。（４－62－6） 

① 乗車定員 10 人未満の乗用車及び車両総重量 3.5ｔ以下の貨物自動車に

あっては、平成 21 年 4 月 1 日以降の製作車  

② 乗車定員 10 人以上の専ら乗用の用に供する自動車及び車両総重量 3.5

ｔ超えの貨物自動車にあっては、平成 27 年 4 月 1 日以降の製作車 

 

２．施行時期 

  この規程は、平成 17 年 4 月 8 日から施行する。 

審査事務規程の全文は当法人ホームページ（http://www.navi.go.jp/）

審査事務規程 に掲載しています。 

 

http://www.navi.go.jp/


お問い合わせ先 

〒１６０－０００３ 東京都新宿区本塩町８－２住友生命四谷ビル 

自動車検査法人本部 業務部業務課   

電話  ０３－５３６３－３４４１ (代表) 

    ０３－５３６３－３５１９ (直通) 

FAX   ０３－５３６３－３３４７ 

E-mail  gyoumuka@navi.go.jp

 

mailto:gyoumuka@navi.go.jp


「審査事務規程」（平成 14 年７月１日検査法人規程第１１号）改正新旧対照表 

                                             平成 17 年４月８日施行 

新 旧 

 

 

４－62 側方照射灯 

４－62－１ 装備要件 

  自動車の前面の両側又は両側面の前部には、側方照射灯を１個ずつ備えることができ

る。（保安基準第 33 条の２第１項） 

４－62－２ 性能要件（視認等による審査） 

（1） 側方照射灯は、自動車が右左折又は進路の変更をする場合において、当該自動

車の進行方向にある交通上の障害物を確認でき、かつ、その照射光線が他の交通を

妨げないものとして、灯光の色、明るさ等に関し、視認等その他適切な方法により

審査したときに、次の基準に適合するものでなければならない。（保安基準第 33 条

の２第２項関係、細目告示第 44 条第１項関係、細目告示第 122 条第１項関係） 

   ① 側方照射灯の灯光の色は、白色であること。 

   

 ② （略） 

（2） 次に掲げる側方照射灯であって、その機能を損なう損傷等がないものは、(1)の

基準に適合するものとする。（細目告示第 122 条第 2項関係）

 ① 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備え

られた側方照射灯

   ② 法第 75 条の２第１項の規定に基づき装置の指定を受けた側方照射灯又は同条

第 7項の規定に基づき装置の指定を受けたと見なされる側方照射灯（いわゆる○Ｅ

マークが付されたもの。）

 

４－62－３ 取付要件（視認等による審査） 

（1） 側方照射灯は、その性能を損なわないように、かつ、取付位置、取付方法等に

関し、視認等その他適切な方法により審査したときに、次の基準に適合するように

取り付けられなければならない。（保安基準第 33 条の２第３項関係） 

この場合において、側方照射灯の照明部、個数及び取付位置の測定方法は、別添

９「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方法」によるものとする。（細目告

示第 44 条第２項関係、細目告示第 122 条第３項関係） 

① 側方照射灯は、すれ違い用前照灯又は走行用前照灯が点灯している場合にのみ点

灯する構造であること。 

② 自動車の各側の側方照射灯は、同じ側の方向指示器が作動する場合又はかじ取装

置が直進状態から同じ側に向けられた場合に限り作動する構造であること。 

③ 側方照射灯は、方向指示器の作動が解除された場合又はかじ取装置の操舵角が直

進状態に戻った場合、自動的に作動が停止する構造であること。 

④ 側方照射灯は、その照明部の下縁の高さが地上 0.25m以上、上縁の高さが地上

0.9m以下であってすれ違い用前照灯の照明部の上縁を含む水平面以下となるように

 

 

４－62 側方照射灯 

４－62－１ 装備要件 

  自動車の両側面の前部には、側方照射灯を１個ずつ備えることができる。（保安基準

第 33 条の２第１項） 

４－62－２ 性能要件（視認等による審査） 

（1） 側方照射灯は、自動車が右左折又は進路の変更をする場合において、当該自動

車の進行方向にある交通上の障害物を確認でき、かつ、その照射光線が他の交通を

妨げないものとして、灯光の色、明るさ等に関し、視認等その他適切な方法により

審査したときに、次の基準に適合するものでなければならない。（保安基準第 33 条

の２第２項関係、細目告示第 44 条第１項関係、細目告示第 122 条第１項関係） 

   ① 側方照射灯の灯光の色は、白色又は淡黄色であり、そのすべてが同一であるこ

と。 

   ② （略） 

（2）指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えら

れた側方照射灯であってその機能を損なう損傷等のないものは、(1)の基準に適合

するものとする。（細目告示第 122 条第２項関係） 

 

 

 

 

 

４－62－３ 取付要件（視認等による審査） 

（1） 側方照射灯は、その性能を損なわないように、かつ、取付位置、取付方法等に

関し、視認等その他適切な方法により審査したときに、次の基準に適合するように

取り付けられなければならない。（保安基準第 33 条の２第３項関係） 

この場合において、側方照射灯の照明部、個数及び取付位置の測定方法は、別添

９「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方法」によるものとする。（細目告

示第 44 条第２項関係、細目告示第 122 条第３項関係） 

① 側方照射灯は、方向指示器が作動している場合に限り、当該方向指示器が方向を

指示している側のもののみが点灯する構造であること。 

② 側方照射灯は、その照明部の上縁の高さがすれ違い用前照灯の照明部の上縁を含

む水平面以下となるように取り付けられていること。 

③ 側方照射灯の照明部の最前縁は、自動車の前端から 2.5m までの間にあること。 

 

 

 

新旧対照表－1－ 



取付けられていること。 

⑤ 側方照射灯の照明部の最外縁は、自動車の最外側から 400mm以内となるように取

付けられていること。 

⑥ 側方照射灯の照明部の最後縁は、自動車の前端から１mまでの間にあること。 

⑦ （略） 

⑧ （略） 

⑨ （略） 

⑩ （略） 

 

(2) 次に掲げる側方照射灯であってその機能を損なう損傷等がないものは、（1）の基

準に適合するものとする。（細目告示第 122 条第４項関係）  

① 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えら

れた側方照射灯 

② 法第75条の２第１項の規定に基づき灯火器及び反射器並びに指示装置の取付装

置の指定を受けた自動車に備える側方照射灯と同一の構造を有し、かつ、同一の位

置に備えられた側方照射灯 

４－62－４ 適用関係の整理 

(1) 平成８年１月31日以前に製作された自動車については、４－62－５（従前規定の

適用①）の規定を適用する。（適用関係告示第31条第２項関係） 

(2) ①及び②に掲げる自動車については、４－62－６（従前規定の適用②）の規定を

適用する。（適用関係告示第31条第１項関係） 

① 平成21年３月31日以前に製作された専ら乗用の用に供する自動車であって乗車

定員10人未満のもの及び貨物の運送の用に供する自動車であって車両総重量3.5t

以下のもの 

② 平成27年３月31日以前に製作された専ら乗用の用に供する自動車であって乗車

定員10人以上のもの及び貨物の運送の用に供する自動車であって車両総重量3.5t

を超えるもの 

４－62－５ 従前規定の適用① 

平成８年１月 31 日以前に製作された自動車については、次の基準に適合するもので

あればよい。（適用関係告示第 31 条第２項関係） 

４－62－５－１ 装備要件 

４－62－６－１に同じ。 

４－62－５－２ 性能要件 

  ４－62－６－２に同じ。 

 

 

 

 

 

４－62－５－３ 取付要件 

(1) 側方照射灯は、４－62－５－２に掲げる性能を損なわないように、かつ、次の基

 

 

 

 

④ （略） 

⑤ （略） 

⑥ （略） 

⑦ （略） 

 

(2) 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えら

れた側方照射灯であってその機能を損なう損傷等のないものは、（1）の基準に適合す

るものとする。（細目告示第 122 条第４項関係） 

 

 

 

 

４－62－４ 適用関係の整理 

(1) 平成８年１月31日以前に製作された自動車については、４－62－５（従前規定の

適用①）の規定を適用する。（適用関係告示第31条第１項関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－62－５ 従前規定の適用① 

平成８年１月 31 日以前に製作された自動車については、次の基準に適合するもので

あればよい。（適用関係告示第 31 条第１項関係） 

４－62－５－１ 装備要件 

自動車の両側面の前部には、側方照射灯を１個ずつ備えることができる。 

４－62－５－２ 性能要件 

(1) 側方照射灯は、次の基準に適合するものでなければならない。この場合において、

照明部の取扱いは、細目告示別添 94「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方

法（第２章第２節及び同章第３節関係）」によるものとする。 

① 側方照射灯の灯光の色は、白色又は淡黄色であり、そのすべてが同一であること。 

 (2) 灯器が損傷し、又はレンズ面が著しく損傷しているものは、(1)の基準に適合しな

いものとする。 

４－62－５－３ 取付要件 

(1) 側方照射灯は、４－62－５－２に掲げる性能を損なわないように、かつ、次の基

新旧対照表－2－ 



準に適合するよう取付けられなければならない。この場合において、照明部の取扱い

は、別添９「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方法」によるものとする。  

①～③ (略) 

④ 側方照射灯の取付部は、照射光線の方向が振動、衝撃等により容易にくるわない

構造であること。 

 (2) 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えら

れた側方照射灯であってその機能を損なう損傷等のないものは、(1)の基準に適合す

るものとする。 

 

４－62－６ 従前規定の適用② 

  次に掲げる自動車については、次の基準に適合するものであればよい。（適用関係告

示第 31 条第１項関係） 

① 平成21年３月31日以前に製作された専ら乗用の用に供する自動車であって乗車

定10人未満のもの及び貨物の運送の用に供する自動車であって車両総重量3.5t以

下のもの 

② 平成27年３月31日以前に製作された専ら乗用の用に供する自動車であって乗車

定員10人以上のもの及び貨物の運送の用に供する自動車であって車両総重量3.5t

を超えるもの 

４－62－６－１ 装備要件 

自動車の両側面の前部には、側方照射灯を１個ずつ備えることができる。 

４－62－６－２ 性能要件 

(1) 側方照射灯は、次の基準に適合するものでなければならない。 

① 側方照射灯の灯光の色は、白色又は淡黄色であり、そのすべてが同一であること。

② 側方照射灯は、灯器が損傷し又はレンズ面が著しく損傷したものでないこと。 

(2) 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えられ

た側方照射灯であってその機能を損なう損傷等のないものは、(1)の基準に適合するも

のとする。 

４－62－６－３ 取付要件 

 (1) 側方照射灯は、４－62－６－２に掲げる性能を損なわないように、かつ、次の基

準に適合するよう取付けられなければならない。この場合において、照明部の取扱い

は、別添９「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方法」によるものとする。  

① 側方照射灯は、方向指示器が作動している場合に限り、当該方向指示器が方向を

指示している側のもののみが点灯する構造であること。 

② 側方照射灯は、その照明部の上縁の高さがすれ違い用前照灯の照明部の上縁を含

む水平面以下となるように取り付けられていること。 

③ 側方照射灯の照明部の最前縁は、自動車の前端から 2.5ｍまでの間にあること。

④ 側方照射灯の取付部は、照射光線の方向が振動、衝撃等により容易にくるわない

構造であること。 

(2) 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えら

れた側方照射灯であってその機能を損なう損傷等のないものは、(1)の基準に適合す

るものとする。 

準に適合するよう取付けられなければならない。    

 

①～③ (略) 

④ 側方照射灯の取付部の構造は、①から③に規定するほか、４－57－８－２(1)⑤

の基準に準じたものであること。 

(2) 側方照射灯の灯器の取付部及びレンズ取付部に緩み、がた等があるものは、(1)

の基準に適合しないものとする。 

(3) 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えら

れたものは、(1)の基準に適合するものとする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新旧対照表－3－ 



 

 

５－62 側方照射灯 

５－62－１ 装備要件 

  自動車の前面の両側又は両側面の前部には、側方照射灯を１個ずつ備えることができ

る。（保安基準第 33 条の２第１項） 

５－62－２ 性能要件（視認等による審査） 

（1） 側方照射灯は、自動車が右左折又は進路の変更をする場合において、当該自動車の

進行方向にある交通上の障害物を確認でき、かつ、その照射光線が他の交通を妨げな

いものとして、灯光の色、明るさ等に関し、視認等その他適切な方法により審査した

ときに、次の基準に適合するものでなければならない。（保安基準第 33 条の２第２項

関係、細目告示第 200 条第１項関係） 

   ① 側方照射灯の灯光の色は、白色であること。 

   ② (略) 

（2） 次に掲げる側方照射灯であって、その機能を損なう損傷等がないものは、(1)の

基準に適合するものとする。（細目告示第 122 条第 2項関係） 

 ① 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備え

られた側方照射灯 

   ② 法第 75 条の２第１項の規定に基づき装置の指定を受けた側方照射灯又は同条

第 7項の規定に基づき装置の指定を受けたと見なされる側方照射灯（いわゆる○Ｅ

マークが付されたもの。） 

 

５－62－３ 取付要件（視認等による審査） 

  (1) 側方照射灯は、その性能を損なわないように、かつ、取付位置、取付方法等に関

し、視認等その他適切な方法により審査したときに、次の基準に適合するように取

り付けられなければならない。（保安基準第 33 条の２第３項関係） 

この場合において、側方照射灯の照明部、個数及び取付位置の測定方法は、別添

９「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方法」によるものとする。（細目告示

第 200 条第３項関係） 

① 側方照射灯は、すれ違い用前照灯又は走行用前照灯が点灯している場合にのみ点

灯する構造であること。 

② 自動車の各側の側方照射灯は、同じ側の方向指示器が作動する場合又はかじ取装

置が直進状態から同じ側に向けられた場合に限り作動する構造であること。 

③ 側方照射灯は、方向指示器の作動が解除された場合又はかじ取装置の操舵角が直

進状態に戻った場合、自動的に作動が停止する構造であること。 

④ 側方照射灯は、その照明部の下縁の高さが地上 0.25m 以上、上縁の高さが地上

0.9m 以下であってすれ違い用前照灯の照明部の上縁を含む水平面以下となるよう

に取付けられていること。 

⑤ 側方照射灯の照明部の最外縁は、自動車の最外側から 400mm 以内となるように取

付けられていること。 

⑥ 側方照射灯の照明部の最後縁は、自動車の前端から１mまでの間にあること。 

 

 

５－62 側方照射灯 

５－62－１ 装備要件 

  自動車の両側面の前部には、側方照射灯を１個ずつ備えることができる。（保安基準

第 33 条の２第１項） 

５－62－２ 性能要件（視認等による審査） 

（1） 側方照射灯は、自動車が右左折又は進路の変更をする場合において、当該自動車

の進行方向にある交通上の障害物を確認でき、かつ、その照射光線が他の交通を妨げな

いものとして、灯光の色、明るさ等に関し、視認等その他適切な方法により審査したと

きに、次の基準に適合するものでなければならない。（保安基準第 33 条の２第２項関係、

細目告示第 200 条第１項関係） 

  ① 側方照射灯の灯光の色は、白色又は淡黄色であり、そのすべてが同一であること。 

  ② (略) 

（2） 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えら

れた側方照射灯であってその機能を損なう損傷等のないものは、(1)の基準に適合す

るものとする。（細目告示第 200 条第２項関係） 

 

 

 

 

 

５－62－３ 取付要件（視認等による審査） 

  (1) 側方照射灯は、その性能を損なわないように、かつ、取付位置、取付方法等に関

し、視認等その他適切な方法により審査したときに、次の基準に適合するように取

り付けられなければならない。（保安基準第 33 条の２第３項関係） 

この場合において、側方照射灯の照明部、個数及び取付位置の測定方法は、別添

９「灯火等の照明部、個数、取付位置等の測定方法」によるものとする。（細目告示

第 200 条第３項関係） 

① 側方照射灯は、方向指示器が作動している場合に限り、当該方向指示器が方向を

指示している側のもののみが点灯する構造であること。 

② 側方照射灯は、その照明部の上縁の高さがすれ違い用前照灯の照明部の上縁を含

む水平面以下となるように取り付けられていること。 

③ 側方照射灯の照明部の最前縁は、自動車の前端から 2.5m までの間にあること。 

 

 

 

 

 

 

 

新旧対照表－4－ 



⑦ (略) 

⑧ (略) 

⑨ (略) 

⑩ (略) 

(2) 次に掲げる側方照射灯であってその機能を損なう損傷等がないものは、（1）の基

準に適合するものとする。（細目告示第 200 条第４項関係）  

① 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備えら

れた側方照射灯 

② 法第 75 条の２第１項の規定に基づき灯火器及び反射器並びに指示装置の取付装

置の指定を受けた自動車に備える側方照射灯と同一の構造を有し、かつ、同一の位

置に備えられた側方照射灯 

 

 

 

 

 

 

 

 

附 則（平成 17 年４月８日検査法人規程第１号） 

この規程は、平成 17 年４月８日から施行する。 

 

 

 

 

④ (略) 

⑤ (略) 

⑥ (略) 

⑦ (略) 

（2） 指定自動車等に備えられたものと同一の構造を有し、かつ、同一の位置に備え

られた側方照射灯であってその機能を損なう損傷等のないものは、(1)の基準に適合

するものとする。（細目告示第 200 条第４項関係） 

 

 

 

 

新旧対照表－5－ 


